
SHIMIZU ５2023
広報しみず
ゆう・える
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お元気ですか？

表紙
清水町
民生委員児童委員のみなさん

ひとりじゃない。ひとりじゃない。
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「
助
け
て
欲
し
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
…
…
」　

　
そ
う
い
う
時
、
み
な
さ
ん

は
誰
に
相
談
し
ま
す
か
？

一
緒
に
暮
ら
す
家
族
に
相

談
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
検
索
す
る
な
ど

様
々
な
手
段
が
思
い
浮
か
ぶ

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
手
段
が
と

れ
な
い
時
は
一
体
ど
う
し
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
―
―

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
地

域
内
の
支
え
合
い
の
希
薄
化

な
ど
、
時
代
の
変
化
と
共
に

家
族
や
社
会
の
姿
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
中
、
誰

に
も
頼
れ
ず
一
人
で
苦
し
ん

で
い
る
人
の
声
は
、
気
づ
か

れ
ず
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
声
を
気
に
か

け
、
住
民
と
行
政
の
「
つ
な

ぎ
役
」
を
担
っ
て
い
る
の
が

民
生
委
員
児
童
委
員
で
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
厚

生
労
働
大
臣
に
よ
っ
て
委
嘱

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

制
度
で
、
委
員
は
法
律
上
の

守
秘
義
務
を
有
し
ま
す
。

　
安
心
し
て
相
談
で
き
る
相

手
と
し
て
住
民
の
心
配
ご
と

を
聞
き
、
助
け
て
く
れ
る
人

や
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　
清
水
町
で
は
、
33
名
の
委

員
の
み
な
さ
ん
が
地
域
に
寄

り
添
い
続
け
る
存
在
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
活
動
の
他
、
三
つ

の
部
会
に
分
か
れ
て
研
修
会

や
報
告
会
な
ど
を
行
い
、
任

期
中
に
全
て
の
部
会
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
各
分
野
の
知

識
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
委
員
の
み

な
さ
ん
を
現
所
属
部
会
ご
と

に
紹
介
し
、
清
水
町
民
生
児

童
委
員
協
議
会
長
と
各
部
会

長
の
方
々
に
、
活
動
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
は
昨
年

12
月
１
日
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
。
一
人
ひ
と
り
担
当

す
る
区
域
が
決
め
ら
れ
、
区
域
内
の

方
と
行
政
な
ど
を
つ
な
ぐ
、
は
し
ご

の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
新
任
委
員
に
は
、
住
民
の
方
と
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
距

離
を
詰
め
る
の
で
は
な
く
「
見
守
り

役
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
を
受
け
た
委
員
自
身

も
一
人
で
抱
え
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う

に
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
困
り
ご

と
が
あ
れ
ば
近
く
の
委
員
に
声
を
か

け
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　
『
少
し
で
も
困
っ
て
い
る
方
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
―
―
』

　
こ
れ
は
委
員
33
名
が
共
通
し
て
持

っ
て
い
る
思
い
で
す
。

清水町民生児童委員協議会長
真野 篤さん

Special Feature
特 集

委員名（担当区域）■前列左から：鳥本級子（鉄南、西文化）/ 飯野真百美（本通 2、一新、交和、南 2 の 2、竹葉、曙）/ 中村昌子（元旭山、旭山、上旭）
/ 西山幸子（東郷愛、郷愛、千才、剣山）■後列左から：里村真一（みかげ鉄南、御影日の出）/ 野々村彰彦（下佐幌協心・平和、人舞 1・2）/ 藤井宏（黎明、
北星、本通 3（旧本通 3）、平和、本通 5）/ 釜谷重孝（東団地、公苑東町）■写真外の方：太田明美（有明、東清水）/ 宮崎誠（北熊牛、北熊牛 1）/ 安田薫

（羽田桐、御影更生、常盤、大和）※敬称略

高齢者福祉部会長
釜谷 重孝さん

　
委
員
に
な
っ
て
今
回
が
三
期
目
と

な
り
ま
す
。

一
期
目
の
時
は
、
相
談
を
お
聞
き

す
る
と
い
う
役
割
に
対
し
て
構
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
「
聴

く
」
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

活
動
し
て
い
て
難
し
い
な
ぁ
と
感

じ
る
こ
と
は
、
相
談
者
の
方
と
の
距

離
感
で
す
ね
。

同
じ
清
水
町
で
も
農
村
部
と
市
街

地
で
は
状
況
が
違
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
が
委
員
の
役
割
だ
と
い

う
線
引
き
が
な
い
た
め
、
他
の
委
員

の
方
も
そ
こ
に
は
迷
う
こ
と
が
あ
る

と
よ
く
聞
き
ま
す
。

個
人
情
報
に
配
慮
し
た
上
で
、
委

員
同
士
そ
う
い
っ
た
情
報
共
有
を
行

っ
て
、
よ
り
地
域
の
声
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
れ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

高齢者福祉部会

活動報告の様子

同部会は高齢者福祉の分野をテーマに部会研修を行
います。活動報告では、委員の経験年数によって活動
の受け止め方が違う点などが話し合われていました。

【問い合わせ】保健福祉課福祉係 ℡：69-2222

ひとりじゃない。
あなたの身近な相談相手、民生委員児童委員
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委員名（担当区域）■前列左から：市川優一（清和、清和 1）/ 主任児童委員 上谷明美（町内全域）/ 平野和幸（西都、桜ヶ丘、さくら野、青葉）■後列左から：
赤井隆子（本通 3（旧公安）、朝日、交睦、日の出 1、日の出 2）/ 牧野幸司（下美蔓 1・2、中美蔓 1・2、上美蔓）/ 吉國和則（公栄、西清水、日光）/ 野尻
崇悦（熊牛、中熊牛 2・3、熊牛町内、本村、熊牛更生）■写真外の方：宮﨑幸夫（北 1 条、北 2 条、北 3 条、文京）/ 松田恵子（清光、若松、若松団地、
宮の森団地）/ 小野寺照男（下佐幌 1・2・3・北栄・中央・協和・新生・平成）/ 主任児童委員 堀敦子（町内全域）  ※敬称略

委員名（担当区域）■前列左から：川本斉（人舞３・４・５、東人舞、人舞共栄）/ 太田とみ子（桂町、日甜、清美）/ 武田静江（上清水、上清水１・２・更生、
南清水、新緑、讃岐、石山）/ 藤川淑子（清和団地、日清）/ 佐藤正敏（東和、富士）■後列左から：安田正弘（大成、東洋、睦、興亜、奉賛）/ 丸山良三（太平、
桜ヶ丘団地、新興）/ 野原章博（北松沢、西松沢、東松沢、東高台、南高台、松沢）/上出進（北星団地、ホクレン、北清水、神居１、神居）■写真外の方：
田宮勝美（御影中央、昭和、柏木、新生、鉄南）※敬称略

児童福祉部会長
赤井 隆子さん

障がい者福祉部会長
丸山 良三さん

住
民
の
方
の
困
り
ご
と
を
行
政
に

「
つ
な
ぐ
」
と
い
う
役
割
な
ら
自
分

に
も
で
き
る
か
と
思
い
、
委
員
を
引

き
受
け
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
意
識
し
て
い
る
こ
と

は
、
相
談
を
お
聞
き
し
た
ら
す
ぐ
に

関
係
機
関
に
伝
え
る
こ
と
で
す
ね
。

な
る
べ
く
早
く
動
こ
う
と
い
う
気

持
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
相
談
を
お
聞
き
し
た
時
は

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
活
動
の
中
で
う
れ
し
か
っ
た
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
関
連
の
相
談
が
あ
っ
て
行
政

に
内
容
を
伝
え
た
こ
と
で
、
困
り
ご

と
が
解
決
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
ご
本
人
か
ら
直
接
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
う

れ
し
く
て
、
委
員
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
で
し
た
ね
。

前
職
で
地
域
の
方
の
相
談
を
お
聞

き
す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社

会
福
祉
の
経
験
が
な
い
た
め
、
自
分

に
で
き
る
の
か
？
と
心
配
で
し
た
。

今
も
、
自
分
は
人
助
け
と
い
う
役

目
を
果
た
せ
て
い
る
の
か
…
…
そ
う

悩
み
な
が
ら
も
、
地
域
の
力
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

立
ち
話
の
中
で
相
談
を
お
聞
き
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
ご
高
齢
の

方
か
ら
は
、
除
雪
や
交
通
手
段
に
関

す
る
相
談
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
お
話
し
を
お
聞
き
し
た
時
に
「
ま

た
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
に
言
わ
れ
た

時
は
、
役
に
立
て
た
と
実
感
で
き
ま

す
ね
。

　
社
会
が
変
化
し
て
も
、
お
互
い
に

協
力
し
て
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
め
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

児 童 福 祉 部 会 障がい者福祉部会

活動報告の様子 活動報告の様子

同部会は児童福祉の分野をテーマに部会研修を行い
ます。活動報告では、新任委員へ相談事例の共有な
どが行われていました。

同部会は障がい者福祉の分野をテーマに部会研修を
行います。活動報告では、コロナ禍で活動できなかっ
た部分や今後の方針などが話し合われていました。
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令和５年度の町役場新入職員６名を紹介します。

役場窓口や各施設などで住民のみなさんとお会いした際は

どうぞよろしくお願いします！

どんな職員になりたいですか？

新入職員インタビュー

保健福祉課福祉係主事補

山本 竜斗
（やまもと りゅうと）

保健福祉課健康推進係保健師

和嶋 寧音
（わじま ねね）

保健福祉課在宅支援係主査

田宮 智英子
（たみや ちえこ）

子育て支援課子育て支援係保育士

合田 美穂
（ごうだ みほ）

農林課町営育成牧場管理係畜産技術主任

石川 彰
（いしかわ あきら）

建設課土木管理係兼公園緑化係主事補

本間 亮佑
（ほんま りょうすけ）

住民一人ひとりに

頼られる職員

みなさんの健康を

支えられる職員

みなさんに

信頼される職員

みなさんから

頼られる職員
信頼される職員

相談して良かったと

思ってもらえる

保育士

新たに来られた医師・歯科医師のみなさんです!!
　昨年 11 月から４月にかけて、医師・歯科医師のみなさんが清水町へ新たに
来られました。みなさんの勤務に対する思いなどをご紹介します。

総合診療科

山
や ま だ

田 圭
け い ご

吾 医師(47歳）

院長

橋
は し も と

本 智
と も の り

徳 歯科医師 (33 歳）

清 水 赤 十 字 病 院

十 勝しみず 歯 科

■出身地：京都市　■前任：大阪赤十字病院
■趣味：ピアノ・将棋・英語学習
■挑戦したいこと：北海道の自然と食を満喫

■出身地：帯広市　
■趣味：温泉・食べ歩き
■チャレンジしたいこと：ゴルフ

「定期健診で早期発見に努め、

健康寿命を伸ばしましょう」

「いつまでも美味しく食べるを

支援する歯科医療を目指します」

　消化器外科医を 10 年間、救急医を 10 年間経験した
自身の知識を生かして地域へ貢献したいという思いか
ら、清水町にご縁があり４月より着任となりました。
　病気は、早期発見することで「①治る可能性が高ま
る」「②治療の幅が広がる」「③経済面で有利」なため、
定期的に健診を受診しましょう。

【NEW】４月から清水赤十字病院に、認知症専門外来として「もの忘れ外来」が新設されました。従来は精神
科で対応していましたが、気軽に受診してもらえるよう新設。認知症は早期発見できれば治療して改善する可
能性があるため、気になることがあれば早めに受診しましょう。（担当医師：山田 英孝副院長）

　３月１日より町内で十勝しみず歯科を開院しまし
た。東京の歯科医院で５年間勤務後、十勝に戻ってき
ました。治療中に気になるところや要望などがあれば、
遠慮せずに言って欲しいです。皆さんの「美味しく食
べる生活」を実現するためのお手伝いをしますので、
口の中の困りごとがあれば是非ご来院ください。

院長

長
は せ

谷 亘
わたる

 医師 (50 歳）

御 影 診 療 所

■出身地：東京都　■前任：東京北医療センター
■趣味：北海道旅行
■挑戦したいこと：山登り

「西十勝の地域医療を支え、

町民にとって魅力ある病院へ」

　6 年間公立芽室病院で勤務し、東京での勉強経験を
経て十勝へ戻ってきました。荒井先生が築き上げてき
た医療を引き継ぎ、安心して暮らしていける診療を行
います。当院では、一般内科、訪問診療、緩和ケアを
中心に幅広く対応することができます。まずはお気軽
にご相談ください。

問い合わせ：☎ 0156-62-2513

問い合わせ：☎ 0156-77-0011

問い合わせ：☎ 0156-63-2320

67 ShimizuShimizu 2023.052023.05



５５月号月号

図書館だより

　図書館に清水高校図書局コーナーがあるの

をご存知でしょうか。

　清水高校図書局は、学内では貸出や新刊案

内、「図書館だより」の発行などを行っており、

町図書館でもオススメ本の紹介、「図書館だ

より」の配布を行うなど活発に活動していま

す。

　ぜひ、図書館に足を運んで高校生が工夫を

凝らした成果をご覧ください。

『三國シェフのすご技絶品レシ
ピスーパーの食材が高級レスト
ランの味になる』　 三國清三著

　北海道出身の三國シェフがスー
パーの食材で作れるフランス料理
を紹介。初心者でも安心して作れ、
忙しい毎日の料理に使える時短テ
クニックも必見です。

ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル「オテル・
ドゥ・ミクニ」と連動し、動画と

本の両方で作り方を確認できるのも魅力。「美味しいものを手
軽に食べたい！」という願いをかなえてくれる一冊です。

　４月 10 日、町内小中学校で着任・始業・入

学式が行われ、新学期がスタート。学校に主

役である子どもたちが戻ってきて、明るい笑

顔がたくさんあふれていました。

　新しい先生や友達との出会い、小中学校と

も新１年生は少し緊張する様子もありながら、

春を感じて学校生活が始まりました。

　在校生も新たな気分でスタート。今の気持

ちを忘れず、少しずつ確かな歩みを進めても

らいたいと思います。将来を担う子どもたち

の頑張りや活躍を期待して、地域総がかりで

見守っていきたいものです。

毎月 1 9 日はしみず読
どく

書
しょ

の日新学期、６才の春・1 2 才の春

新着図書からピックアップ

社会教育団体紹介

ご存知ですか？

「清水高校図書局コーナー」

『清水町卓球協会』

『クワトロ・フォルマッジ』青柳碧人著

『残陽の廓』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・あさのあつこ著

『君に光射す』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小野寺史宜著

『憂鬱探偵』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田丸雅智著

新着図書などの情報は、図書館ホー
ムページからご覧になれます！
左のＱＲコードまたは「十勝 清水
図書館」で検索してください！

　清水町卓球協会では、小さい頃から卓球を続けて

いる方や、大人になってから卓球を始めた方など 30

名ほどが活動しています。

　毎週の練習の他、色々な大会への出場、実力によっ

てハンディキャップを付ける協会独自のランキング

戦などを実施しています。

　入会希望の方は、お気軽に体験にお越しください。

● 活動日時：毎週火・木　19 時 30 分～ 21 時 30 分

毎週土　　　18 時 30 分～ 21 時 30 分 
● 活動場所：清水町体育館　第２競技場
● 連 絡 先：木戸 悠登 （役場農林課 ☎ 62-2112）

　教育委員会社会教育課では、子

どもたちの健やかな成長を促すた

め、様々な体験ができる機会を提

供しています。

　例えば、親子での工作、異年齢・

異世代で協力し合う料理やキャン

プ、他町との交流を行っています。

　参加した子どもたちは、ものご

とにチャレンジする意欲、グルー

プで協力して友だちを大切にする

気持ちの高まりなど、大きな成長

の様子が見られます。

　子どものときにしか参加できな

い活動ですので、ぜひこの機会に

新たな挑戦をさせてみてはいかが

ですか？
※内容や日程は変更になることがあります。

わくわく親子体験講座『親子木工教室』 『しおり作り』

『キッズデイキャンプ』

御影小１年生９名 清水中１年生 68 名

【令和５年度 児童・生徒向け社会教育事業】

事業名（内容） 対象 日程等

社
会
教
育
活
動

わくわく親子体験講座
(木工教室など )

小学生の親子 夏休み中ほか

通学合宿「生活リズム学校」
(６泊７日の長期宿泊体験 )

小学校高学年 ８月 20 日～ 26 日

チャレンジクラブ
(工作・キャンプ・野外活動等 )

小１～小６
後期 11 月～

毎月１回、土曜日等
※前期募集終了

クマゲラの村リーダー研修会
(キャンプのリーダー養成 )

中１～高３ ３月 16・17 日

キッズキャンプ
(他町合同の宿泊を通した野外体験 )

小４～小６
中１～高３

３月 23 日～ 25 日

文
化
活
動

こども文化教室
(町内文化団体による文化の体験 )

小・中学生 ６月～ 11 月

御影文化少年団 小学生 ６月～ 11 月

幼児・小中学生芸術鑑賞会

幼児 ８月 18 日

小学生 ８月 29 日

中学生 ９月５日

ス
ポ
ー
ツ
活
動

■ 町民陸上　７月 ８日
■ 町民水泳　８月 19 日
■スポーツの日記念スポーツ大会　10 月９日

新年氷上まつり
(アイスアリーナ )

町民 １月１日

スポーツ少年団（13 団体） 幼児・小学生～ 各団体による

読
書
活
動

お話し会
(絵本や紙芝居の読み聞かせ等 )

幼児・小学生

第４土曜日

キッズブックフェス
(絵本やしおり作り等 )

５月６・７日に実施済

出張お話し会
(老人福祉センターで絵本の読み聞かせ )

第３土曜日

読書イベント・読み手育成講座 11 月４日

今しかできないことに今しかできないことに

挑 戦挑 戦 ! !! !
どど どどんん んん

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯　　学習）のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。
『ゆう・える』とは …「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、　　遊・裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 89



健　康
最前線

『 言 葉 と 心 』
～ふわふわ言葉とちくちく言葉～

記　倉重 千晶 保健師

　

相
手
の
言
葉
で
、
元
気
が
出
た

り
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
経
験
は
誰

も
が
持
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
自
分
の
何
気
な
い
言
葉

が
相
手
の
心
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
鍵
は
、

受
け
手
が
握
っ
て
い
ま
す
。

　

相
手
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か

で
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
た
か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま

す
。皆

さ
ん
は
「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
と

ち
く
ち
く
言
葉
」
と
い
う
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
ら
は
近
年
、
子
ど
も
た
ち

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

際
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」
と
は
、「
あ

り
が
と
う
」「
す
ご
い
ね
」「
一
緒

に
や
ろ
う
ね
」
な
ど
、
誰
か
に
言

わ
れ
る
と
う
れ
し
く
、
気
持
ち
が

よ
く
な
る
言
葉
で
、
や
る
気
や
元

気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

「
ち
く
ち
く
言
葉
」
は
、「
む
か

つ
く
」「
バ
カ
」「
こ
ん
な
こ
と
も

で
き
な
い
の
？
」
な
ど
、
辛
く
嫌

な
気
持
ち
に
な
る
言
葉
で
、
や
る

気
も
元
気
も
奪
わ
れ
ま
す
。

相
手
を
褒
め
る
場
面
だ
け
で
な

く
、
何
か
を
改
善
し
て
ほ
し
い
場

合
で
も
「
次
は
こ
う
し
て
く
れ
る

と
助
か
る
か
ら
お
願
い
ね
」
な
ど

「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」
を
使
う
こ
と
で
、

相
手
に
不
快
を
与
え
ず
に
済
み
ま

す
。

「
甘
い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
ら

れ
な
い
、
厳
し
く
言
わ
な
い
と
伝

わ
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
も
あ
り

ま
す
が
、「
ち
く
ち
く
言
葉
」
で
心

が
傷
つ
く
の
は
子
ど
も
も
大
人
も

同
じ
で
す
。

「
ち
く
ち
く
言
葉
」
が
多
い
と
人

間
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス
し
た
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
、
お
互
い
の
心
が

苦
し
く
な
り
ま
す
。

子
育
て
や
夫
婦
間
、
職
場
や
友

人
関
係
な
ど
、
ど
の
場
面
に
お
い

て
も
「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」
を
意
識

す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
の
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。

ふわふわ言葉 ちくちく言葉

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
一
体
的

に
提
供
す
る
し
く
み
で
す
。

　

公
的
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
、

介
護
事
業
所
な
ど
が
支
え
る
だ
け

で
な
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

助
け
合
い
も
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
シ
ス
テ
ム
の
５
大
要
素

【
医
療
】

　

か
か
り
つ
け
医
や
町
内
の
病
院
、

管
内
の
急
性
期
病
院
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
病
院
な
ど
で
す
。

【
介
護
】

　

必
要
に
応
じ
て
訪
問
介
護(

訪

問
看
護)

な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

や
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
多
機
能
居
宅
介

護
な
ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、
臨
機
応
変
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
可
能
で
す
。

【
住
ま
い
】

　

自
宅
や
施
設
な
ど
、
人
生
の
最

後
ま
で
暮
ら
す
場
所
の
こ
と
で
す
。

　

施
設
を
探
す
時
や
入
所
時
の
サ

ポ
ー
ト
も
含
ま
れ
ま
す
。

【
介
護
予
防
】

【
生
活
支
援
】

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
土

台
と
な
り
ま
す
。
行
政
に
よ
る
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
見
守
り
な
ど
、
様
々

な
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
交
流
な
ど
社
会
参

加
の
場
や
外
出
援
助
、
家
事
援
助

な
ど
の
生
活
支
援
・
自
立
支
援
を

提
供
し
ま
す
。

■
シ
ス
テ
ム
の
捉
え
方

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

下
図
の
よ
う
に
植
木
鉢
に
例
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
前
提
と
し
て
本
人
・

家
族
の
選
択
と
心
構
え
を
土
台
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
介
護
予
防
・
生

活
支
援
が
あ
る
こ
と
が
基
本
要
素

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
初
め
て
専
門
職

に
よ
る
医
療
・
看
護
・
介
護
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
保
健
・
福

祉
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
姿
が
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ
る

べ
き
姿
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

福祉の
ひろば

Welfare  Square

『 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 』 と は ？

【 問い合わせ】 保健福祉課在宅支援係　☎６９‐２２３３

ありがとう

助かるよ

大丈夫？

よかったね！

その気持ち
分かるよ

応援しているよ

バカ
はぁ？

うざい
最低！

むかつく

こんなことも
できないの？

Health  Wealth  Zone
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ち ょ う み ん 作 品 館
Creation  Station

町民と町長のふれあいトーク

❶氏名・人数　❷希望時間帯　❸トーク概要
❹トークの方法（対面・電話・リモート）
※リモートの申込期限：５月２日（火）

【問い合わせ：企画課広報広聴係 ☎ 62-2114】

開
催
日

Mayor's  Diary

町 長 日 記

【
玲
瓏
短
歌
会
】

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
萌
え
て
可
愛
い
顔
を
も
ち
上
げ
る

ふ
き
の
と
う
は
吾
れ
に
春
を
告
げ
る
よ

爪
ほ
ど
と
な
り
し
消
し
ゴ
ム
戦
時
下
の

学
生
時
代
の
貴
重
な
思
い
出

北
へ
往
く
Ｖ
字
白
鳥
十
羽
ほ
ど

無
事
な
る
こ
と
を
お
茶
し
て
思
う

窓
に
見
る
大
雪
連
峰
雪
の
峯奥

に
輝
く
雪
山
髙
し

「
楽
あ
れ
ば
苦
」
去こ

ぞ年
の
枯
れ
葉
よ
雪
と
け
て

乾
き
を
待
ち
て
や
ん
わ
り
行
こ
う

島
購こ

う
て
釣
り
三
昧
を
語
り
い
し

夫つ
ま

は
あ
の
世
で
叶
え
た
だ
ろ
か

　
　
　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
決
勝
戦
を
勝
利
し
て

世
界
一
ジ
ャパン
栄
光
と
感
動

コロ
ナ
あ
け
侍
ジ
ャパン
の
底
力

世
界
一
な
り
歓
喜
あ
ふ
る
る

村
谷
三
恵

森
山
ヤ
ヨ
イ

大
石　

尚

宗
像
三
郎

田
村
徳
子

橋
本
佳
代
子

安
済
哲
子

藤
原
静
子

人　口 ８，９９８人（−２）

　　男 ４，４６１人（−３）

　　女 ４，５３７人（+１）

世　帯 ４，７０３戸（+５）

※令和５年４末現在　（　）内は前月比

磯目　桔依ちゃん　（啓之さん ・ 香苗さん）
堀川　ノアちゃん　（拓矢さん ・ 葵カーメルさん）
秋元　晴喜ちゃん　（仁さん ・ 絵理さん）
澤山　統梧ちゃん　（直樹さん ・ あずささん）

今月号は民生委員児童委員のみなさんに取材に協
力していただきました。活動についてのお話しを
うかがう中で、みなさんが委員として真摯に活動
してくださっていることを非常に心強く感じまし
た。住民のみなさんに「ひとりじゃない。」という
ことが伝わっていると良いなと思います。（谷口）

初の広報編集作業が終わりました！無事に作成す
ることができてよかったです。初取材では清水小・
中学校の入学式にお邪魔しました。小学生の笑顔
と大きな挨拶に元気をもらい、中学生の大人な対
応と礼儀の良さにびっくりしてしまいました。と
ても素敵な入学式でした！（前道）

石川　　浩さん　御影鉄南
赤堀　吉雄さん　人舞共栄
高橋　博美さん　桂町
髙橋　信子さん　桂町
髙橋 ヨシヱさん　人舞４
森山　澄子さん　御影鉄南
菅野　祐行さん　御影鉄南

人 の う ご き

編 集 後 記

問い合わせ：町民生活課戸籍住民係 ☎ 62-1151

■ 誕生 / Birth

町政への要望など、阿部一男町長と直接お話
しできます。事前予約が必要事前予約が必要となりますので、
下記❶～❹を問い合わせ先へご連絡ください。

町内移住者を囲んでの交流会

６月９日（金）

清水町移住促進協議会のメンバー

■ 哀悼 / Condolences

■ 人口 / Population

　

４
月
26
日
、
清
水
町
移
住

促
進
協
議
会
の
総
会
が
ハ
ー

モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
、
移
住
者
も
含
め
37
名
が

出
席
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
人
口
減

少
対
策
と
し
て
本
町
へ
の
移

住
を
増
や
そ
う
と
昨
年
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、
住
宅
と
仕

事
の
サ
ポ
ー
ト
、
移
住
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
３
部
会
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

総
会
で
は
活
動
実
績
の

報
告
と
５
年
度
の
事
業
と
し

て
首
都
圏
で
の
移
住
フ
ェ
ア

へ
の
参
加
や
部
会
交
流
の
推

進
、
さ
ら
に
は
協
議
会
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
な
ど
の
事
業
計

画
が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
移
住
者
を
囲
ん

で
の
交
流
会
が
開
か
れ
、
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
ダ
ー
ツ
の
旅

（
清
水
編
）
の
テ
レ
ビ
放
送

を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
楽
し
い
交
流
の
場
と

な
っ
た
。

広報しみず４月号（令和５年４月14日発行）

の掲載記事に誤りがありました。

　住民のみなさま並びに関係各位にご迷惑

をお掛けしましたことをお詫びするととも

に、ここに訂正させていただきます。

■６ページ

「Ｒ４年度に提供された特別メニュー」

（誤）

はるきらりパン、ウインナーソーセージ、アス

パラベーコン、ミネストローネ、牛乳

（正）

牛乳、はるきらりあげパン、オムレツ、ポトフ

【お詫びと訂正】 町民の ポスト声
広報レターで寄せられた意見や要望等を抜粋してご紹介します

　
　
　
　

敬
老
会
の
記
念

　
　
　

品
は
、
御
影
支
所

で
は
配
ら
れ
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
地
域
差
別
の
無

い
対
応
を
切
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
御
影
地
区
の
該

当
者
に
配
布
し
た
割
合
も

聞
き
た
い
で
す
。

　
（
70
代
男
性
）

　　
　
　
　

清
水
町
の
敬
老

　
　
　

会
は
毎
年
77
歳
以

上
の
方
へ
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度

か
ら
御
影
支
所
で
の
記
念

品
配
布
を
始
め
、
お
渡
し

す
る
場
所
や
時
間
は
案
内

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
バ
ス
を

運
行
し
、
令
和
４
年
度
は

御
影
地
区
で
14
名
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

御
影
地
区
の
該
当
者
に

記
念
品
を
配
布
し
た
割
合

は
、
全
体
の
約
12
．６
％

で
す
。

　

配
付
数
は
御
影
支
所
で

お
渡
し
し
た
89
個
、
バ
ス

で
来
場
さ
れ
た
方
に
お
渡

し
し
た
14
個
の
計
１
０
３

個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
）

要
望

回
答
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わくわくな新生活がスタート

清水小学校・御影小学校入学式

　４月 10 日に町内小学校で入学式が行われ

ました。清水小学校 35 名、御影小学校９名

の新１年生が入学。式中で名前を呼ばれると

元気よく返事をしたり、入退場時には保護者

の方へ手を振ったりなど、楽しそうな姿が多

く見られました。

初々しい制服姿で登校

清水中学校・御影中学校入学式

　４月 10 日に町内中学校で入学式が行われ、

清水中学校 68 名、御影中学校 23 名が入学し

ました。式中は背筋をビシッと伸ばし、少し

緊張した面持ちの新１年生。式後は緊張がほ

ぐれ同級生や先生と会話するなど、明るい表

情が見られました。

園児たちへ地元の恵みをプレゼント

アイスホッケー海外大会へ出場！！

清水小学校開校百二十周年を記念して――

長年にわたり委員を務めた板橋茂美さん退任

梶山農場がジャガイモを無償提供

堀江虎太郎さんが町長らを表敬訪問

記念誌「あゆみ百二十年」を発行

行政相談委員に横山美貴子さんが新任

　梶山農場（字人舞）が、しみず認定こども園・御影こ

ども園へジャガイモを無償提供しました。無償提供し

たジャガイモは約260㎏。

受け取った園児たちは、

梶山さんへ感謝の気持ち

を込めて手作りしたメダ

ルを手渡しました。

　欧米から複数の大会出場オファーを受け、堀江虎太

郎さん（御影小５年生）が海外遠征に向けて町長・教

育長を表敬訪問しました。堀江さんは「オファーを受

けた時はめっちゃうれしかった！！海外大会では絶対

にガッツを出して結果を残して、チームに貢献できる

ように頑張りたい」と意気込みを述べました。一つ目

の大会は４月 21 日にラトビアで開催されます。

　清水小学校開校百二十周年記念事業協賛会が記念誌

「あゆみ百二十年」を発行。記念誌は全 96 ページで構

成され、協賛企業などに配られます。同会記念誌部会

の中島さんは「たまに見返したくなる 10 年分の思い出

記念誌をコンセプトに作成しました。在校生には記念

誌を見て当時の思い出や夢を思い返しながら、20 年後

タイムカプセルを開けに来てほしい」と話しました。

　４月 21 日、清水町行政相談委員に新たに委嘱され

た横山美貴子さんへ委嘱状が交付されました。横山さ

んは「行政と社会福祉協議会での経験を活かして、住

民のみなさんの相談に耳を傾けていけたら良いなと思

います」と話しました。また、この日は、23 年にわた

り同委員を務められた板橋茂美さんへ感謝状が贈呈さ

れました。

しみず認定こども園への無償提供の様子

堀江虎太郎さん（御影小学校５年生）

清水小学校開校百二十周年記念事業協賛会 記念誌部会のみなさん

新任の横山さん（左）・退任する板橋さん（真ん中）

M A C H I 　 P H O T O
まちフォトは、まちのできご　とを紹介するコーナーです。
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お友だちと

仲良く楽しく遊ぼうね！

大石

理
り ひ と

人ちゃん

橋本

清
し き

生ちゃん

これからも元気いっぱい！

ご飯もいっぱい食べてね！母より母より

HELLO
BABY♥

HELLO
BABY♥

Connect to the Future of SHIMIZU

「ミラ★つぐ」は清水町の未来を担う子どもたちに将来の夢や地元への想いをインタビューするコーナーです。

「HELLO BABY」では６カ月から２歳くらいの赤ちゃんを掲載しています。掲載を希望される方は企画課広報広聴係までご連絡ください♪

ミラ★つぐ

　今目標としているのは「大学受験」で、進

学を意識した勉強を毎日頑張っています。特

に就きたい職業があるわけではなくて、大学

で色々なことを学びながら、どういう職業に

就きたいのかを考えたいです。

　学校では生徒会と弓道部に入っていて、生

徒会では行事運営や校則改変などに取り組ん

でいます。生徒会活動では、達成感を得られ

ることが多いです。大人になっても、今みた

いに色々な方向に自分の力を伸ばすことは続

けていきたいと思っています。

　清水町は、第九が有名だったり高校のアイ

スホッケー部が全国へ行ったりなど「自分の

地元はこうだ」という誇れるものがあって、

すごく良い町だと思います。

　清水での暮らしも好きなので、将来の職業

が決まった時、それが清水でできるものなら、

また戻ってきたいと考えています。

　高校生などの若い人たちが町へ新しく入っ

てくることが大切だと思うので、生徒会活動

や進学を通して自分が清水高校の顔となれた

ら良いなと思います。

今の目標は大学受験。

将来は、大学で学び

ながら決めたいです。

長谷川 慶
よしはる

治さん
（清水高校２年生/生徒会副会長）

vol.1

清水をミライにつなぐ
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